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• ゲーム要素を3つ 
• アプリとその要素を
組み合わせそれが意
味を持つとしたら？
で、ブレスト 
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• 行列を書く。 
• 表首＝スマホ７機能
パーツ＋WEBサーバ 

• 行頭＝アプリの機能
を一般化した表現 

• 既存在にチェックを
入れ空欄をブレスト 



一枚にまとめると 



未踏路線 

 
体験をより良く   

↓ 
 職業エクス 
カーション 

熟成路線 

 
既存に楽しさ   

↓ 
ゲーム要素 
ブレスト 

無理路線 

 
センサー無い 
感性領域   

↓ 
作業仮説 

時間路線 

 
短すぎる体験 

↓ 
ずっと走らせる 

意外路線 

 
ひねり   

↓ 
マトリックス 

(“7+1” × 
一般化名称) 

5つの 
発想法 




